
自宅で預かる場合も、子ども夫婦の家を訪ねて面倒を見る場合も、

心配なのは不慮の事故。孫の成長に応じて、孫の目線でチェックし、

事故につながる危険を取り除いておきましょう。

●タバコ、灰皿、ライターは片付けて

●口に入るクリップや小銭、小さなおもちゃに注意

●椅子やテーブルなど家具の角にはカバーを

●炊飯器や湯沸かしポットに注意

●引っ張りを防ぐため、テーブルクロスは敷かない

●包丁や洗剤などは触れない所におくか、施錠を

●暖房機には近づかせない

●ベビーベッドは常に柵を上げておく

●浴槽や洗濯機に水を貯めない

●洗剤、薬、化粧品は手の届かない所へ

●浴室に入れないようにする

●上り下りには必ず付き添って

●上り口や下り口には柵をつける

●踏み台になるようなものを置かない

●指を挟まないよう窓に注意 ●玄関マットはすべるのですべり止めを

●ドアの開閉で手足を挟まないようにする●ベビーベッド以外では低いところに寝かせる

浴室・洗面所

想像力を
働かせないと
いけないな

あらまあ、
意外と危険が
いっぱいね

子どもには突然のけがや思わぬ病気がつきもの。

預かるときは、最寄りの救急病院や夜間窓口などを

事前に調べてリストアップしておきましょう。

階段

窓・ベランダ

キッチン・ダイニング

リビング・寝室など

玄関

※小さな子どもはわずかな水深でも溺れて死亡する可能性があります。
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身のまわりの
危険から守ろう

実践!
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